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Ⅰ 超高圧下の相転移 

Phase Transition under High Pressure 
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 原子価結晶に圧力を加えるとその構成原子の電子準位が変化し（電子的 s-d 転移と総称される）、構造・

物性変化をきたす。一方、分子性結晶への圧力の適用は分子間力の制御を通して、分子配向の変化や結合

の再編成を引き起こし、やがて分子性が失われ、原子価結晶へ移行させるものと考えられている。我々は

放射光を用いた X 線回折・ラマン分光・赤外分光・磁化・電気伝導測定などにより、固体の結晶構造変化

や分子解離の過程を調べている。現在、酸素、水素、窒素及び燐など放射光の利用が不可欠な軽元素を主

な研究対象として取り上げている。更に、マルチメガバール領域の圧力発生技術とその圧力領域で簡便に

利用できる圧力スケールの構築も行い、現在、世界最高圧力の更新を続けており、超高圧でしか現れない

特異な結晶構造などを発見している。 
 

 

Ⅱ 黒リンの高圧物性研究 

Chemical Physics of Black Phosphorus under High Pressure 
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 黒リンはシリコンやゲルマニウムにつぐ最後の元素半導体として注目され、30 年程前から日本の研究グ

ループが中心となりバルクの基礎物性が解明されてきた。特に、単層がパッカードレイヤーという特異な

層構造から成ることから電子物性や光物性等に強い異方性を示し、高圧下では構造相転移を伴わない半導

体―金属転移が観測されている。近年、黒リン単層膜であるフォスファレン(phosphorene) が、グラフェ

ンと異なりエネルギーギャップを持つことから二次元半導体デバイスへの応用の観点から脚光を浴びて

いる。我々は、黒リンやフォスファレンの基礎物性に着目し、それらの作製と物性研究を行っている。 
 

 

Ⅲ 非共鳴Ｘ線非弾性分光法による物性研究 

Physical Properties by Non-resonant Inelastic X-ray Spectroscopy 
 

福井宏之  
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 硬 X 線はその透過力の高さゆえに極限状態下にある物質に対する効果的なプローブである。第三世代放

射光施設の発展により、非弾性散乱を用いた物性研究が可能になった。我々は、この技術を極限状態下へ

応用するための技術開発を行うとともに、これを用いた軽元素の電子構造および原子振動に関する物性研

究を推進している。 
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